
中
山
外
務
大
臣
よ
り
の
長
文
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。

講
演
「
医
学
の
進
歩
を
支
え
る
も
の
」
曲
直
部
壽
夫
（
本
会
会
長
）

特
別
講
演
「
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
刺
激
」
司
馬
遼
太
郎
（
作
家
）

曲
直
部
会
長
の
講
演
は
実
に
多
く
の
人
之
の
努
力
と
善
意
が
医
学
の
進
歩

を
支
え
て
い
る
か
を
具
体
的
に
話
さ
れ
、
特
別
講
演
は
最
近
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

帰
国
し
た
演
者
が
ボ
ン
・
へ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
興
味
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

長
崎
会
場
平
成
二
年
十
一
月
三
日
（
土
）
長
崎
大
学
医
学
部
記
念
講
堂

講
演
「
ボ
ン
・
へ
と
長
崎
」
羽
田
春
兎
（
日
本
医
師
会
長
）

「
日
本
に
お
け
る
医
学
の
バ
イ
オ
｝
一
ア
・
ポ
ン
。
こ

国
・
胃
巨
胃
『
、
（
Ｆ
①
丘
の
ロ
大
学
）

特
別
講
演
「
シ
ー
ポ
ル
ト
か
ら
ボ
ン
・
へ
ま
で
」
吉
村
昭
（
作
家
）

羽
田
会
長
は
ボ
ン
。
へ
が
日
本
へ
く
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。
ポ
イ
ヶ
ル

ス
教
授
は
ポ
ン
ペ
の
・
ハ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
強
調
し
た
斬
新
な
講
演
で
あ
っ
た

吉
村
氏
は
二
人
の
時
代
の
相
違
と
仕
事
の
相
違
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

最
後
に
ポ
ン
ペ
顕
彰
記
念
事
業
終
了
報
告
が
、
大
滝
、
酒
井
に
よ
っ
て
な

さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。
今
回
の
記
念
事
業
が
大
過
な
く
、
無
事
終
了
で
き
た

こ
と
は
、
本
事
業
を
理
解
さ
れ
援
助
と
協
力
か
惜
し
ま
な
か
っ
た
多
数
の
方

た
ち
の
お
陰
と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
大
滝
紀
雄
）

こ
が

平
成
二
年
十
一
月
三
日
快
晴
の
文
化
の
日
に
、
古
河
市
民
長
年
待
望
の
博

で
じ
ら

オ
ラ
ン
ダ

物
館
が
、
出
城
跡
地
に
、
和
蘭
陀
公
使
デ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
テ
ッ
セ
ン
氏

御
一
家
の
参
列
を
得
て
見
事
に
開
館
し
た
。

と
こ
き
い
り
八
二
訟
こ
と

古
河
の
地
に
は
万
葉
集
の
三
歌
が
あ
っ
て
、
崇
神
天
皇
皇
子
豊
城
入
彦
命

の
頃
か
ら
開
け
た
河
沼
に
沿
っ
た
町
で
、
古
代
東
山
道
文
化
圏
に
あ
っ
た
。

平
安
時
代
末
は
平
家
八
条
院
荘
園
に
入
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
源
頼
朝
の
片

・
も
帥
う
ぺ
ゆ
き
ひ
つ

く
ぽ
う

腕
下
河
辺
行
平
領
地
と
な
っ
た
。
室
町
時
代
は
古
河
公
方
（
医
聖
田
代
三
喜

あ
り
）
の
領
で
あ
っ
た
が
、
徳
川
時
代
か
ら
譜
代
大
名
の
地
に
代
り
就
中
寛

永
十
年
土
井
利
勝
が
佐
倉
城
か
ら
十
六
万
石
で
古
河
入
城
し
、
小
笠
原
、
松

平
、
本
多
、
奥
平
（
前
野
良
沢
、
福
沢
諭
吉
ら
の
中
津
藩
へ
）
、
堀
田
（
順

天
堂
の
佐
倉
藩
へ
）
・
…
：
の
十
指
に
余
る
藩
の
交
代
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

古
河
の
地
と
一
番
密
着
し
て
い
た
の
は
土
井
藩
で
あ
る
。

こ
の
古
河
土
井
藩
は
天
和
元
年
鳥
羽
城
に
十
年
、
元
禄
五
年
唐
津
城
に
七

十
三
年
の
移
封
が
あ
っ
て
、
宝
暦
十
二
年
再
び
明
治
ま
で
古
河
に
戻
り
在
城

し
た
。

、
、

鳥
羽
城
時
代
に
京
都
に
い
た
河
口
良
庵
（
長
崎
カ
ス
パ
ル
医
学
創
始
者
）

、
、

の
一
番
弟
子
河
口
良
閑
を
召
抱
え
、
唐
津
城
で
は
そ
の
孫
河
口
信
任
が
長
崎

に
学
び
栗
崎
道
意
か
ら
免
伝
を
得
て
後
に
古
河
城
移
封
に
従
い
、
藩
主
土
井

、
ど
さ
・
竺

利
里
の
京
都
所
司
代
に
随
行
し
て
京
都
で
明
和
七
（
一
七
七
○
）
年
人
体
解

剖
を
し
て
『
解
屍
編
』
を
刊
行
し
た
。

河
口
信
任
は
古
河
に
帰
藩
後
は
少
年
鷹
見
忠
常
こ
と
泉
石
に
蘭
学
の
手
引

古
河
歴
史
博
物
館
の
医
史
学
展
示
品
紹
介
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今
回
の
古
河
歴
史
博

物
館
は
贋
見
泉
石
の
危

大
な
資
料
を
主
体
と
す

る
鷹
見
記
念
館
で
も
あ

っ
て
、
片
桐
一
男
教
授

が
泉
石
学
術
調
査
団
長

に
当
っ
た
。

医
聖
田
代
三
喜
と
河

口
家
累
代
の
相
当
の
資

料
は
、
四
年
先
の
古
河

主
催
日
本
医
史
学
会

（
京
都
↓
東
京
↓
金
沢

↓
古
河
）
の
折
に
展
示

き
を
し
、
泉
石
は
十
五

こ
・
」
し
一
興
ノ

歳
江
戸
詰
小
姓
以
後
蘭

学
に
励
ん
で
日
本
有
数

の
蘭
学
者
に
な
っ
た
。

泉
石
は
信
任
の
孫
信
頼

を
杉
田
玄
白
に
入
門
の

手
引
を
し
、
河
口
信
順

の
長
男
信
寛
は
杉
田
成

卿
に
入
り
次
男
信
久
は

伊
東
玄
朴
に
入
っ
た
。

平
成
二
年
十
一
月
二
十
四
・
二
十
五
の
両
日
、
新
潟
県
十
日
町
市
に
お
い

て
、
同
地
の
生
ん
だ
尾
台
椿
堂
の
没
後
百
二
十
年
祭
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

た
。

尾
台
椿
堂
（
一
七
九
九
’
一
八
七
○
）
。
旧
姓
小
杉
、
名
は
元
逸
、
字
は

士
超
、
通
称
良
作
。
江
戸
に
出
て
尾
台
浅
嶽
の
門
に
入
り
東
洞
流
古
方
を
、

河
口
家
累
代
の
資
料
は
豊
富
に
つ
き
筆
者
は
、
累
代
の
数
点
ず
つ
位
は
展

示
を
希
望
し
た
が
、
館
長
か
ら
与
え
ら
れ
た
陳
列
場
が
小
さ
過
ぎ
た
。
た
だ

し
山
椒
は
小
粒
で
も
ピ
リ
ッ
と
辛
く
見
応
え
は
あ
る
。

（
川
島
恂
二
）

ｅ
河
口
信
任
が
明
和
七
年
四
月
二
十
五
日
首
一
屍
体
二
に
用
い
た
解
剖
刀

二
振
ｈ
ｅ
河
口
良
閑
が
河
口
良
庵
よ
り
頂
戴
の
寛
文
六
年
阿
附
陀
医
学
免
許

皆
伝
巻
物
一
ｅ
河
口
信
任
が
長
崎
で
栗
崎
道
意
よ
り
頂
戴
の
宝
暦
十
二
年
南

蛮
外
科
免
許
皆
伝
一
回
河
口
信
任
著
「
解
屍
編
」
⑤
河
口
信
任
の
古
河
時
代

書
き
付
け
金
瘡
縫
様
書
類
（
南
蛮
流
縫
合
、
阿
蘭
陀
十
文
字
縫
合
の
仕
様
を

自
筆
解
説
の
極
意
伝
）
一
（
写
真
）
の
計
五
点
の
象
展
示
し
て
あ
る
。

を
約
し
て
貰
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
開
館
で
の
医
史
学
展
示
に
与
え
ら
れ
た

ス
。
ヘ
ー
ス
は
雀
の
涙
の
為
、
河
口
信
任
の
次
の
五
点
き
り
陳
列
さ
せ
て
貰
え

な
か
っ
た
。

尾
台
椿
堂
百
二
十
年
祭
ｌ
顕
彰
碑
落
成
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